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 ガバナーメッセージ

　ものすごく暑かったり急に肌寒いくらいになったり、気温の変化が激しくて体にこ

たえます。雨が降れば一気に豪雨になり、風が吹けば台風並みの強風になる、こんな

極端な天候が普通になって来つつあります。この先どうなっていくのかいささか心配

になってきます。 

　ただ夜になると庭にすだく虫の音が確実に秋の訪れを感じさせてくれます。お月さ

まを眺めながら盃を傾けるというのもおつな季節ですね。 

　さて、10 月は経済と地域社会の発展月間、そして米山月間です。 

　現在世界では地域間の経済格差が大きな問題になっています。経済の発展がないと

地域社会の発展も望めません。経済を発展させてインフラを整備し教育に力を注ぐ。

そうすることで地域社会が発展していく。ロータリーが少しでもそのお手伝いができ

るようにしなくてはなりません。 

また、米山財団設立以来多くの米山奨学生が巣立っていきました。その人達が帰国し

て、それぞれの立場から日本との架け橋になってくれています。次世代を担う若者達

の為にこれからもロータリアンのご協力をよろしくお願いします。 

　ところでクラブ訪問も9月20日現在、20回31クラブを数えるまでになりました。よう

やく半分は超えましたが、これから訪問するクラブの皆様にお会いできるのを楽しみ

にしています。

　これから実りの秋、食欲の秋、読書の秋、スポーツの秋･･･さまざまな秋があって良

い季節になりますが、災害のない穏やかな日々でありますように願っています。

国際ロータリー第 2560 地区 

2019-20 年度

ガバナー   大谷光夫（高田 RC） 
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米山月間によせて

2019-20年度

米山記念奨学委員会
委員長 吉村鳳一（新潟西RC） 

ロータリー米山記念奨学会は、勉学、研究を志して日本に在留している外国人留学生

に対し、日本全国のロータリアンの寄付金を財源として、奨学金を支給し支援する民間

最大の奨学団体です。

1953年に米山基金の募金を開始し、1954年にタイからの奨学生第一号、ソムチャード

氏を採用して以来、累計約 21,000人、129か国の奨学生を支援してきました。

奨学金は全てロータリアンからの年間14億円強の寄付金で成り立っています。一昨年

度が財団設立 50周年の節目の年度にて前年度より60百万円も寄付金が増加しました。

そうしたことから 2019学年度の奨学生の採用人数は32人増の852人となり、当地区も

新規20名、継続 9名、12か国の米山奨学生 29名、過去最高の人数でスタートしていま

す。日頃の皆様のご寄付のお陰です。本当にありがとうございます。

今年度も皆様のご寄付を大切に有効的に使用させていただきます。よろしくお願い致

します。10月は米山月間です。今後も更なる皆様の米山事業に対するご理解とご協力を

宜しくお願い致します。

去る 8月31日から 9月1日にかけて米山記念奨学生親睦交流会が開催されました。当

日は雨の天気予報でしたが、皆様の日頃の行いが良い為、晴天の爽やかな気候の中、奨

学生・カウンセラー地区委員総勢６６名の方に参加して頂きました。大谷ガバナーにも

ご多忙の中、夜の懇親会に駆けつけて頂きました。

このイベントは、奨学生とカウンセラーとの交流と絆を深める目的で毎年開催してお

ります。加えて奨学生同士の横の繋がりを強化して卒業後も学友としてより積極的に活

動をして貰う為に、４年前から一泊旅行として開催しております。
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　当日朝は、1 号車は新潟駅南口から 8 時 10 分、2 号車は長岡駅西口から 9 時出

発で、上越市に向け出発しました。岩の原葡萄園ではワインつくりの歴史及び美味しい

ワインを堪能し、その後同施設が運営するレストランでワインに合う料理も頂きまし

た。その後、上杉氏ゆかりの林泉寺で座禅をして煩悩を捨て、上越市埋蔵文化財セン

ター、高田城址公園内の歴史博物館で当地区の歴史、文化について学んできました。特

に埋蔵文化財センターでは、著名な「上杉おもてなし武将隊」より素晴らしい「おもて

なし」を受け、大変有意義に過ごせました。奨学生からも「座禅をして貴重な体験がで

きた」「城址の蓮の花が美しかった」「素晴らしい体験が出来た」等の感想を頂き、私

達も開催して良かった、と嬉しくなりました。

　バスの中で、恒例の「正しい温泉入浴の作法」を丹治地区事務所長より指導して頂

き、当日宿泊でお世話になる鵜の浜温泉「鵜の浜ニューホテル」さんへ向かいました。

チェックインの後、良質な塩化物泉の温泉でゆっくりと体を癒やし、体調を整え、懇

親会に臨みました。大谷ガバナーの挨拶と私の乾杯の発声で始まり、奨学生からの心温

まるスピーチしてもらう等、和気あいあいと楽しい時間を過ごしました。二次会は、カ

ラオケ大会をして奨学生同士の親睦が更に深まりました。その後は各自の部屋に戻り、

奨学生同士の情報交換等、充実した夜を過ごしました。

二日目の朝は9時に出発して昨年リニューアルオープンした上越市水族館「うみがた

り」でイルカショー等を観たり、上越市に関係ある魚達を見学しました。ペンギンと一

緒に歩いたり、「リュウグウノツカイ」の特別公開も見学出来、貴重な体験が出来まし

た。昼食は「きすや」さんで日本海で取れた新鮮なお魚料理を美味しく頂きました。そ

の後、各々バスで帰路に就きました。

私達ロータリアンにとっても、奨学生と共に日本文化に触れる機会があり、日本を意

識できた二日間で、勉強になりました。

　最後に、大谷ガバナーをはじめご協力頂いたロータリアンの皆様、地区米山記念奨学

委員会の皆様、深く感謝申し上げます。

　今後とも米山記念奨学会にご理解とご協力をお願い申し上げます。

３
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2019-20年度 第一回地区財団セミナー報告

8月24日(土)13:00 より 2019-20年度第一回ロータリー財団セミナーがホテル

オークラ新潟で開催されました。

今年度は各クラブのロータリー財団委員長に加え、社会奉仕委員長にもご出席願い

しました。ロータリー財団では寄付を集めるのはもちろんですが地区補助金として各

クラブから申請された事業に補助を出しております。これにはスケジュールの都合

上、前年度末に申請が必要なので、社会奉仕委員会が企画して申請して次年度に実施

するといった複数年度にまたがる事となるため社会奉仕委員会が関係するのではと考

えて出席願いました。 

セミナーは大谷ガバナー、地区財団新保委員長、地区社会奉仕横尾副委員長のあい

さつをいただき、今年度地区補助金に採択されたクラブへの補助金支給照覧通知書授

与に始まり年次基金(総計・一人あたり)上位 5 クラブ、大口寄付、アーチクランフ

ソサエティ、 メジャードナーの表彰、地区補助金・奉仕プロジェクト事例発表、地区

奨学生の体験談、奨学生募集のスケジュール、VTT(職業研修チーム)事業の事例発

表、グローバル補助金事業の事例発表、財団寄付目標及び財団寄付増進の試み、寄付

増進事例発表、資金管理、それぞれの担当委員長より説明と事例発表がありました。

3時間ほどのセミナーでは地区のロータリー財団ついて充分な理解は難しいと思いま

すが、まずは地区補助金を活用したプロジェクトにチャレンジして地域の課題解決に

取り組んでほしいと思います。 

今回のセミナーでこころよく事例発表していただきました長岡東、三条北、新潟、

新発田、新潟東、糸魚川中央の各クラブには大変感謝いたします。 

2019-20年度

ロータリー財団委員会

副委員長 山田雄治（新潟南RC）
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８月３１日に上越市ホテルハイマートで、午前１０時より国際奉仕フォーラムと青少

年交換学生の受け入れオリエンテーションや帰国報告会が開催されました。参加者は

ロータリアン７０名、帰国学生、受入学生、ROTEX１５名、御家族、ホストファミリー

１０名で、総勢１００名近くの賑やかな会となりました。

午前中は受入れホストオリエンテーションやROTEX会、午後から国際奉仕フォーラム

が開催されました。午後からの国際奉仕フォーラムでは、高田東RC小坂様が海外友好ク

ラブ交流、新発田RC小柳様と新潟RC徳永様からグローバル補助金を用いた、人工透析や

妊婦検診といった医療関係の事業報告の講和を話していただきました。中でも徳永様が

産婦人科医として現地で、実際に技術指導をされたのは感銘を受けました。補助金だけ

ではなく、技術も含めてソフトハード共に支援する事の大切さを教えていただきまし

た。

小休憩をはさんで、青少年交換帰国報告会が行われました。夏季交換２名、１年交換

４名、受入学生３名が報告を行いました。中でも１年交換学生の報告は、表現力、内容

構成、語学力において４名とも素晴らしく、１年間の留学での見違えるほどの成長ぶり

が、はっきりと感じられました。適齢期の御子息をお持ちの方は、ロータリーからの１

年交換留学を、是非に御考慮に入れられたら良いと思います。 

その後はロータリアンだけの懇親会で、和やかな時間を過ごしました。青少年交換委

員会。国際奉仕委員会の慰労会も兼ねて行われました。 

昨年は諸事情で国際奉仕フォーラムが開催されませんでしたが、交換学生にとっても

多くのロータリアンの前で発表することは、励みになり貴重な経験となるでしょう。今

後もこの国際奉仕フォーラムが毎年に開催されることを切に望みます。 

国際奉仕フォーラム・
   青少年交換帰国報告会

2019-20 ROTARY INTERNATIONAL DISTRICT2560
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2019-20年度

国際大会参加推進委員会

委員長　森田英（糸魚川中央 RC） 
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ロータリークラブ会員にとって「災害に備える」とは何でしょうか。

地震、雷、台風、火災、豪雪、、、。どれも大切な人命や財産の喪失につながる

事柄であると同時に、被災者にとって精神的なダメージの大きさは当人以外計り

知れません。 

国土交通省の取りまとめている災害件数は、自然災害だけでもこの１年で２５

件以上となっており、その規模も拡大傾向にあります。この夏も梅雨前線や台風

８号１０号による九州地方の豪雨、１３号の愛知県地方の被害、そして１５号に

よる千葉県一帯を襲った強風による被害はまさに異常な状況でありました。 こ

うした状況でマスコミや SNS を通じた情報は多岐にわたるとはいえ、被災の

全容を伝えることは困難であります。 

ロータリー地域協働ネットワークセンターの役割のひとつが、正確な情報の把

握とその拡散であります。今年度も防衛省自衛隊新潟地方協力本部、中越防災安

全推進機構、日本ボーイスカウトなどの関係団体をお招きし、国際ロータリー第

2560地区の各クラブから参加をいただき 8月31日に長岡で活動報告や課題を討

議させていただきました。このことは平時からの連携こそが非常時の正しい情報

の共有に繋がると思うからです。 

ロータリアンは職業上の地位から正確な情報の発信が必要とされます。災害に

備えるためにぜひロータリー地域協働ネットワークセンターを活用されますよう

お願いいたします。 

2019-20年度

ロータリー地域協働ネットワークセンター

センター長　髙橋悟（雪国魚沼RC）

災害意識の変化 
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佐藤ガバナーエレクト事務所開所式 
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2020-21年度

地区幹事

渡邊明紀（新発田 RC） 

２０１９年 9 月 8 日（日）ホテルオークラ新潟にて、佐藤ガバナーエレクト事務所開所

式が総勢６５名のご列席のもと執り行われました。 

冒頭の佐藤真ガバナーエレクトの挨拶では、ご出席いただいた皆様への感謝の言葉に続き

「ガバナー輪番制導入の皮切りとして、第一分区から選出され、分区全体での支援体制の合意

が形成された事に感謝し、しっかり勉強して頑張っていきたい」との実直且つ力強い決意表明

がなされました。 

その後、ご来賓紹介の後に、ガバナー大谷光夫様、直前副ガバナー新保清久様、パストガバ

ナー田中政春様からそれぞれ心温まるご祝辞を頂戴し、開所式以降は瞬く間に時間が経過する

ので、健康に留意して駆け抜けてほしいとの激励や、ノミニー選出から短期間で事務所を開設

した努力への労い、そして「奉仕と親睦のロータリー」に加えて「信頼と助け合いのロータ

リー」を佐藤年度で実現してほしいとの期待を寄せていただきました。 

皆様のエールに応え、佐藤年度を支えるガバナー補佐、4大大会実行委員会関係者、ガバナー

スタッフである地区副幹事が登壇し、自己紹介と同時に決意を述べました。閉式にはパストガ

バナー山﨑堅輔様より「この参加者は佐藤年度の成功を信じ、協力を惜しまない人の集まりで

あるので、佐藤エレクトは安心して頑張ってほしい」と背中を押していただきました。

祝宴では、はじめに新発田クラブによる新発田まつりの木遣りで景気を付け、そしてガバナー

エレクトとお弟子さんたちによる少林寺拳法の演武で会場は熱気を帯びました。日頃は穏やか

な佐藤ガバナーエレクトから発せられる気と凛とした立ち振る舞いが、会場を圧倒しました。

呼吸を整えながら登壇し、開宴の挨拶を行う佐藤ガバナーエレクトに、第一分区 9 クラブの会

長が壇上に整列し激励を送ったのも印象的でした。

乾杯のご発声をパストガバナー渡辺敏彦様から頂戴し、祝宴も大いに盛り上がり、多くの

方々から応援のお言葉を戴き、スタッフ一同感激しておりました。約一時間半あまりの祝宴も

たけなわとなり、パストガバナー石本隆太郎様の三本締めで宴を締めていただきました。 

ご多用の中、多数の皆様にお越しいただき、沢山の励ましとお祝いを頂戴し、本当にありが

とうございました。佐藤ガバナーエレクトを支え、皆様のご期待にお応えできるよう力の限り

走り抜き、佐藤年度をより良い年度に、そして第2560地区をより良い地区にするべく尽力する

所存でございます。何卒、皆様のご支援とご協力を切にお願い致します。
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第５分区IMを終えて 

日程 及び スケジュール

日時　令和元年９月７日（土）

全体会 １３：３０～１４：００

講演会 １４：００～１５：００

休憩 １５：００～１５：１５

懇親会 １５：１５～１７：００

会場 長岡ベルナール

第５分区 長岡 RC, 柏崎 RC, 長岡東 RC, 柏崎東 RC、杤尾 RC、柏崎中央 

RC、長岡西 RC ７クラブ合計１５０名の参加で行われました。当日は猛暑のなか柏崎

から、杤尾から大勢のロータリアンに集まって頂きました。全体会では主管の長岡西

ロータリ ーの渡辺雅志会長の歓迎挨拶。 続いて青木ガバナー補佐の IM の主旨説

明と講演会の概要案内がありました。 講演会は「農福一体のソーシャルファーム 

ローカルを極め、グローバルを目指す」 の演題で埼玉復興株式会社 代表取締役 

新井利昌氏より講演をいただきました。講演内容としては「障害者に生活の場と働く場

を創出し自立できるような環境とシステムを創造することを目的として事業を行ってい

る。働く場として農業（水耕栽培・露地栽培・オリーブ栽培 等）を障害のレベルに

合わせておこなっている。」と言う事でした。

その後、懇親会では IM の大きな目的の１つである地域のロータリアンが一同に集ま

り楽しく友情を温める事にもっぱら専念してお開きの予定を大幅に超過して終りまし

た。

2019-20 ROTARY INTERNATIONAL DISTRICT2560
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2019-20年度

第５分区ガバナー補佐

青木省一（長岡西 RC）
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 ９月１４日、「ポリオ根絶運動について知る～ロータリーとロータリアンが果たして

いる役割を広く伝えるために～」をテーマに、第４分区のＩＭを開催しました。

 ポリオ根絶地域コーディネーターの松本祐二ＲＩ第２６９０地区（島根・鳥取・岡

山）パストガバナーを講師にお迎えし、「ポリオ根絶に向けたロータリーの歩み」と題

した講演をしていただき、ポリオに関する歴史、ＲＩとポリオ撲滅活動の軌跡、ＲＩが

果たしてきた役割、これからの活動などについて分かりやすく話していただき、おおい

に理解を深めることができたと考えています。

２０１８年がポリオ根絶の最終年と言われていましたが、常在国はパキスタン、アフ

ガニスタン、ナイジェリアの３カ国で、２０２３年を根絶目標として新たな取り組みが

始まっており、２０２０年の東京オリンピック・パラリンピックなどでポリオ発症が報

告された国からのインバウンド者（訪日外国人旅行者）の急増により、ポリオ・麻し

ん・風しんなどの感染症が日本国内に入る可能性が高まっていることが示され、「地球上

からポリオウィルスが根絶されたことが宣言されるまで、すべての国や地域で予防接種

を続けなければならない」ことなどが話されました。

日本で生まれた子供はすべて生後５４カ月までにポリオワクチンの予防接種が４回

必要で、その費用は各市町村が負担しており、ポリオが根絶されることでそうした予算

が必要なくなり、ポリオを早く収束させるほど経済効果が大きいことも示されました。

１０月２４日の「世界ポリオデー」に向け、ポリオ・プラスへのより一層の協力推進

と、「公共イメージの向上」に役立てていただくことを私から各ＲＣに要請しました。

また、第４分区内で唯一、三条ＲＣが提唱し、来年度に創立５０周年を迎える三条

ＲＡＣ（ローターアクトクラブ）から「ローターアクトとは」と題した活動報告をして

いただき、ローターアクトが「人間開発の場（自己研鑽）」であることや、昨年度に８０

ｋｇを集めたエコキャップ運動が２５人分のポリオワクチンとなったことなどが示さ

れ、例会の場で出されるお題に即応する「１分間スピーチ」をＩＭの場で実践していた

だきました。

ロータリアンとローターアクトが一堂に会し、お互いの理解と交流を深める有意義な

機会になったことと受け止めています。

ポリオ根絶まで「もうちょっと」

2019-20 ROTARY INTERNATIONAL DISTRICT2560
GOVERNOR’S MONTHLY LETTER

2019-20年度

第４区ガバナー補佐

三本進一 （見附 RC ）



松本祐二ポリオ根絶コーディネーター
（左から３人目）の提案で、「ポリオ
根絶まで『もうちょっと』」のポーズ
で記念撮影

三条ローターアクトクラブによる活動報告

松本祐二ポリオ根絶
コーディネーターの講演
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ガバナー公式訪問日程 (１０，１１月） ※クラブ名のあとの数字は分区
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RC 氏名 入会日 会社名 職業分類
柏崎 小山　貞一 2019.8.21 (株)ブルボン 菓子製造販売
柏崎東 徳間　寛幸 2019.8.26 (有)ヤオトク 青果小売業
長岡西 長谷川　繁 2019.8.22 長谷川繁司法書士事務所 司法書士
長岡西 大谷地　治 2019.8.22 越後交通工業(株) 総合建設業

新会員(敬称略） 
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第2560地区　2019-20年度 8月末会員数 および My Rotaryアカウント登録率

2019年
7月1日

8月末
会員数

うち女性 増減
2019年
7月1日

8月末
会員数

うち女性 増減

第1分区(9クラブ) - 381 387 36 6 第5分区(７クラブ) - 305 318 24 13

新発田 3 18.8% 91 96 0 5 長岡 3 96.0% 46 50 3 4

村上 4 18.9% 36 37 9 1 柏崎 3 2.2% 41 45 0 4

水原 3 16.7% 30 30 1 0 長岡東 3 25.4% 58 59 4 1

中条 3 100.0% 39 40 4 1 柏崎東 3 18.4% 48 49 4 1

新発田城南 2 12.8% 47 47 3 0 栃尾 3 13.6% 22 22 0 0

豊栄 3 8.7% 23 23 3 0 長岡西 3 17.5% 54 57 5 3

新発田中央 3 4.0% 50 50 5 0 柏崎中央 3 27.8% 36 36 8 0

中条胎内 4 54.1% 37 37 6 0 第6分区(6クラブ） - 141 143 9 2

村上岩船 3 21.4% 28 27 5 -1 十日町 3 19.4% 28 30 2 2

第2分区(9クラブ) - 424 440 22 16 小千谷 4 9.4% 32 32 2 0

新潟 3 16.8% 84 95 2 11 雪国魚沼 3 3.8% 26 26 2 0

新潟東 4 16.7% 54 54 6 0 十日町北 3 4.3% 23 23 2 0

新潟南 3 31.7% 103 104 3 1 津南 3 18.5% 26 26 1 0

佐渡 4 100.0% 6 6 0 0 越後魚沼 2 16.7% 6 6 0 0

新潟西 4 52.6% 37 38 1 1 第7分区(8クラブ) - 322 323 19 1

佐渡南 3 7.3% 41 41 5 0 高田 4 40.0% 59 60 0 1

新潟北 3 26.8% 38 41 0 3 直江津 3 34.4% 64 64 5 0

新潟中央 3 36.4% 22 22 0 0 新井 3 0.0% 33 33 1 0

新潟万代 3 56.4% 39 39 5 0 糸魚川 4 100.0% 42 41 3 -1

第3分区(6クラブ) - 109 112 5 3 高田東 3 61.1% 36 36 2 0

新津 3 10.5% 19 19 0 0 糸魚川中央 4 45.7% 35 35 0 0

村松 4 80.0% 10 10 0 0 頸北 3 28.6% 13 14 2 1

五泉 3 0.0% 12 12 1 0 越後春日山 3 100.0% 40 40 6 0

白根 4 23.5% 31 34 1 3

新津中央 3 17.9% 28 28 2 0

阿賀野川ライン 4 0.0% 9 9 1 0

第4分区(11クラブ) - 370 378 29 8 クラブ

三条 3 10.3% 56 58 0 2 人

燕 4 5.6% 33 36 3 3 人

加茂 4 10.3% 28 29 5 1 人

三条南 3 12.8% 48 47 3 -1 人

分水 4 83.3% 28 31 4 3 ％

見附 4 10.0% 20 20 1 0

吉田 4 3.2% 31 31 4 0

三条北 3 0.0% 60 60 2 0

巻 4 0.0% 25 25 1 0

田上あじさい 3 14.3% 7 7 1 0

三条東 3 2.9% 34 34 5 0

My Rotaryアカウント登録率 27.9

8月末  会員数 2,101

女性会員数 144

純増減会員数 49

My Rotary
アカウント
登録率

会　員　数　

クラブ数 56

7月1日　会員数 2,052

例
会
数

R　C
例
会
数

My Rotary
アカウント
登録率

会　員　数　

R　C
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　地区予定表 １０－１１月 
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国際大会のご案内



2019年10月号

発⾏：Region 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター

世間の方々へポリオデーを皆でアピールしよう！

10月24日が世界ポリオデーであることは多くのロータリアンはご承知のことと思います。ポリオの安
全で効果のあるワクチンを開発（1955年）したジョナス・ソーク博士の誕生日をもって10月24日が世界
ポリオデーに定められました。

RIは世界ポリオデーのイベントとして各クラブに以下の4つをお願いしています。

１．イベントの開催

２．特別プログラムのビューイング会

３．「ポリオをなくそう」の広告作成
ブランドリソースセンターにテンプレートが用意されています

４．ソーシャルメディアで拡散する
クラブが開催するイベントは https://endpol.io/reg-ja から登録なさって下さい。

上記の1〜4は、クラブで10月24日にロータリーデー、スポーツイベント、チャリティコンサート、街頭
募金などのイベント、地域のお祭りへの参加などを企画し、そのイベントを「ポリオをなくそう」の統一
広告で地元に周知し、ソーシャルメディアを使って拡散することをお勧めしています。RIが各クラブに
１〜4を呼びかけています。

特別ビューイング会は日本時間の夕方にフェイスブックで世界ポリオデーの特別プログラムを配信
するので、多くの人々に参加するよう呼びかけています。日本語のフェイスブック
（www.facebook.com/rotaryjapan）から参加予定をお知らせ下さい。

従来は「ポリオ撲滅」と表現していましたが、今年度からは「ポリオ根絶」と表現していますのでご注
意下さい。

第1地域ロータリー公共イメージコーディネーター補佐 井原 實

Region 1 & 2 & 3

ARCとして

この度、拝命致しました2830地区2017-18年度ガバナー 十和田ロータリークラブ所属の佐々木千
佳子です。若輩の私が、この様な大きな役を受け、身の引き締まる思いです。でも、お引き受けした
以上は何とか務めを果たして参りたいと思います。

私がこの役についたことにより、女性会員にとってロータリーの道が少しでも広がりを持っていくこと
に期待を致します。女性会員、若い会員を増強する事が全世界で求められております。

元気にご活躍されてる女性が多い中、未だに女性会員の入会が少ないのは何故でしょう。女性会
員の存在がクラブにとってどのように変化をもたらし、どのように効果を生むのか等 皆様と情報を提
供、共有しながらクラブの強化と活性化を進める事が出来るか勉強をしてまいりたいと思います。
女性の感性、存在が若い会員の入会に繋がる可能性を持っています。

入会間もない会員は不安を持って例会に参加しています。その不安を楽しさに変える能力を女性
会員は持っています。クラブの緩和剤となります。

この様な事をお伝えしながら、ARCとして皆様にお手伝い出来ます事を重責ですが楽しみに変え
て、努めて参ります。

お誘いを待っている女性がお近くに必ずいます。楽しいロータリー、素晴らしいロータリーを皆様と
一緒に実践して行きましょう。宜しくお願い申し上げます。

第１地域ロータリーコーディネーター補佐 佐々木 千佳子

－20－



.   インターアクトとの交流に学友が⼀役！
第 2660 地区（大阪府）

インターアクト海外研修

が 8 月 2日～6 日、タ

イ・バンコクで行われ、

タイ米山学友会の有志メ

ンバーが協力しました。

同研修には、日本から

インターアクター65 人、

ロータリアン 36 人、各校

顧問など計 116 人が参

加。タイ側の受け入れ地

区、第 3350 地区のインタ

ーアクターたちとの交流

および奉仕活動が研修の

目的で、日タイ混合のア

クターチームを作り、チ

ーム単位で公園での植

樹、池の清掃作業、公園

遊具のペンキ塗りなどを

行いました。

フェアウェルパーティではタイ米山学友会

のメンバー3 人が通訳と

して参加し、交流の合間

には、タイ学友会の紹介

や米山奨学金の話をした

とのことです。 

奉仕活動から参加した

同学友会のワシン・テイ

シャシャイニランさん

（2011-12/東京清瀬Ｒ

Ｃ）は、「朝から晩ま

で、それぞれ長い一日で

したが、インターアクタ

ーの力で日本とタイの友

好関係がもっと深まるこ

とを実感し、感動しまし

た。この若者たちはロー

タリーの大切な財産で

す。私たちタイ米山学友

会も、日タイの架け橋と

してますます頑張らね

ば」と、決意を新たに語りました。 

.   理事会・評議員会報告 ― 新評議員を選任 ―
下記の通り、理事会（821 開催）および定時評議員会（9/6 開催）を開催しました。 

 第二十三回理事会 議長：齋藤直美理事長 出席者：理事 29 人 監事 2 人 名誉理事長 1 人 

【主な議題】評議員候補者、後任理事候補者、業務委託・覚書の件、2018 年度事業報告および附属明細書、

2018 年度計算書類、2019 年度収支予算書一部修正、専門委員会規程一部改定および 2019 年度

専門委員選任、定時評議員会招集など：原案通り承認 

 第十回評議員会 議長：田中正規評議員 出席者：評議員 24 人 常務理事・監事 9 人 列席者 1 人 

【主な議題】評議員の選任、後任理事の選任、2018 年度計算書類承認など：原案通り承認 

理事会および評議員会とも各会議閉会後、意見交換の時間を設け

て、当事業についての意見や質問を自由に発言していただきまし

た。また、ちょうど 4年に一度の評議員改選の年にあたるため、今

回をもって退任される 24 人の評議員へ、齋藤理事長から感謝状が

贈呈されました。当日出席された 16 人の退任評議員からは、お一

人ずつ、この 4 年を振り返ってのごあいさつをいただきました。 

Vol.234
2019 年9 月13 日 

発 行 

通訳をしたソァラシット・スンタロウさん（左）、ワシンさん（中央

左）、ブサコーン・ホンヨックさん（右） 
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公益財団法人ロータリー米山記念奨学会 E-mail：highlight@rotary-yoneyama.or.jp

〒105-0011 東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 3F URL：http://www.rotary-yoneyama.or.jp/ 

Tel：03-3434-8681 Fax：03-3578-8281 編集担当：野津(のづ)・峯(みね) 

. 寄付⾦速報 ―  月の米山月間に向けて ―
8 月までの寄付金は、前年同期と比べて

0.2％減（普通寄付金：2.7％減、特別寄付金：

4.7％増）となり、約 53 万円の減少でした。

2009-18 年度までの直近 10 年間の同期累計額

では、2017・2018 年度に次いで 3番目に多い

金額となりました。皆様からのご支援に深く感

謝申し上げます。 

当財団は内閣府より「公益財団法人」の認定

を受けているため、当奨学会への寄付金には所

得税、法人税の税制優遇が受けられます。相続

税も非課税となります。今年度もぜひご協力賜

りますようよろしくお願いいたします。

.   Pre-GETS でよねやま親善大使がスピーチ
9 月 1 日午後、ガバナー

エレクト研修セミナー

（GETS）に先立ち「Pre-

GETS」が都内で開催され

ました。

元グローバル補助金奨学

生の岩村華子さん、元ロ

ータリー平和フェローの

岸谷美穂さんにつづき、

米山学友代表として第 3

代よねやま親善大使の李英愛さん（2002-05/

札幌幌南ＲＣ）が登壇。米山奨学生時代、カ

ウンセラーだけでなくその配偶者の存在も大

きな助けとなったエピソードを交えながら、

米山学友会の活動、日

韓のロータリークラブ

へ学友として協力して

いる活動を紹介し、最

後に「Eクラブに入りた

いと思っている」と宣

言して拍手喝采を受け

ました。 

Pre-GETS は今年度初め

て開催され、直前ガバ

ナーやそのパートナー、学友たちの体験談を

聞くことで、ロータリーが展開するプロジェ

クトの全体像をガバナーエレクトとパートナ

ーに把握していただこうというものです。

.   今年も  人の日本人を支援 ― 台湾米山学友会 ―
台湾米山学友会（正式名称：（社）中華民国

扶輪米山会）による「日本人若手研究者奨学

金」の 2019-20 年度奨学生が発表されました。

台湾米山学友会理事会による選考の結果、19

人の有資格応募者の中から、過去最多となった

昨年と同様、5 人が採用されました。奨学生に

は今年 9月から 1 年間、台湾学友会から毎月

25,000 台湾ドル（約 87,000 円）が支給される

ほか、学友会メンバーがカウンセラーとなっ

て、台湾での留学生活を物心両面で支えます。 

王 昴 

国⽴台湾科技大学 管
理研究科 MBA 専攻

吉田 忠弘 

中国醫薬大学 医学部 
医学科

杉本 真歩 

国⽴駐豪大学 管理学
部 企業管理学科

水野 紗梨 

国⽴中⼭大学 社会科
学部 社会学科

橋本 真那 

国⽴台湾芸術大学 表
演藝術学部 舞踏学科

－22－



ROTARY 

INTERNATIONAL 

DISTRICT 2560 

国際ロータリー第 2560 地区 2019‐20 年度ガバナー事務所 

〒943-0834 上越市西城町 2-3-9 JCV アネックスビル 1F 

TEL:025-512-1435 FAX:025-512-5854 

E-MAIL:m.otani@rid2560niigata.jp
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